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第４ 与条件の整理

（１）現況把握

農業公園の候補地は以下の４ヶ所で約7,000㎡となっている。

それぞれの場所の特徴を整理する。

■基本事項

名 称 住所表示 規模 現状 用途地区

① 西府町候補地 西府町4-7-3、4-9-1他 約3,461㎡ 分区園 一低80/40 Ⅰ無

② 南町候補地 南町6-3-1 約1.987㎡ 分区園 準工200/60 25Ⅱ準

③ 小柳町候補地 小柳町6-20-6 約  860㎡ 分区園 一低100/50 Ⅰ準

④ 同上 小柳町2-43-6,7 約  691㎡ 水田 一低80/40 Ⅰ無

①

② ③

④

①

②

③

④

資料６【別紙】（「第４ 与条件の整理」～「第６ 基本方針」）
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①西府町候補地

市民農園としての貸し出し当初の風景

東端から南の保育園を見た風景                        東端から北側を見た風景

南端から南のテニスコートを見た風景          中央北にある掲示板と休憩所の風景
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水汲み場

新規に導入する用地（南側）

新規に導入する用地（北側）
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②南町候補地

市民農園として貸し出した初めの頃

東端から見た全体

東端からの内観



5

南端は防草シートで覆われていた

隣接道路 北側 100ｍ以内にサントリービール工場がある。

隣接緑道  新田川緑道が郷土の森博物館までつながっている。
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③小柳町候補

市民農園とプール                    東端の内観

南端の内観                 南端から北側隣接地の状況  

④小柳町候補地
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水田と鉄道敷き    

東端から

東端から                     南端から

■周辺環境等

名 称 隣接施設 周辺施設 接道 利便性 土壌など

①
西府町

候補地

障害児支援施設
住宅地

市立西府庭球場
西府橋北公園
中学校・保育園

幅員3.5ｍ 谷保駅
800ｍ

畑に向く
土壌

②
南町

候補地

新田川緑道
有料老人ホーム

矢崎小学校
ｻﾝﾄﾘｰﾋﾞｰﾙ工場
郷土の森公園
釣り堀・博物館

幅員3.5ｍ
通学路

緑道

府中本町
駅より
1100ｍ

畑に向く
土壌

③
小柳町(6丁
目)候補地

小柳公園
住宅地

幼稚園 幅員1.8ｍ 競艇場前
駅700ｍ

畑に向く
土壌

④
小柳町(2丁
目)候補地

水田・秋野菜
（市民農業大学）
住宅地

小柳小学校 幅員3.6ｍ 水田に向
く土壌で
灌漑施設
あり
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■関係機関への確認事項

関係機関名

（府中市）

確認の内容 西府町

候補地

南町

候補地

小柳町(6 丁目)

候補地

小柳町(2 丁目)

候補地

摘 要

都市計画課 用途地区、

都市計画な

ど法規制の

状況確認

一低 80/40 

Ⅰ無

準工 200/60 

25Ⅱ準

一低 100/50 

Ⅰ準

一低 80/40 

Ⅰ無

計画道路無し

※

生産緑地地

区指定

― ― 区画整理事

業内 S40 年

建築指導課 道 路 付 確

認、区画整

理事業、生

産緑地地区

の内容確認

42 条 1 項 1

号 W4.0~4.5

42 条 1 項 1

号

W2.73~9.06

42 条 2 項 1

号 W1.82

42 条 1 項 1

号

W3.64~6.0

接道状況は地

図確認済み

生産緑地地

区解除が条

件

条件付き建

築許可

公園緑地課 生産緑地地

区の解除に

ついて

指定区域

解除手続中

― ― ― 指定解除の手

続き中

ふるさと文

化財課

埋蔵文化財

包蔵地

― ― ― ― 該当せず問題

なし※

下水道課 汚水排水管

の周辺整備

状況

合流管２方

向

φ250

分流管

汚水φ350

雨水φ250

分流管

汚水φ250

雨水φ250

合流管１方

向

φ300

公共下水道台

帳参照※

水道局 上水給水管

の周辺整備

状況

既存 20φ

隣接道路内

CD100

既存 13φ

隣接道路内

FCDT150

既存 13φ

隣接道路内

FCDT100

隣接道路内

FCDT100

FCD:ダクタイ

ル鋳鉄（球状

黒鉛鋳鉄）※

環境政策課 地下水揚水

施設の設置

について

設置可 設置可 設置可 設置可 吐出口 6c ㎡

以下、揚水能

力 2.2KW 以

下、日平均 10

㎥、日最大 20

㎥以下



9

（２）上位計画その他関連事項

府中市農業公園整備に関連する上位計画としては、第3次府中市農業振興計画

があげられる。

１）第3次府中市農業振興計画（平成27年度～平成33年度）

第３章で 府中農業の課題があげられている。

４ 農業と市民とのふれあい市民から農地・農業を活用した様々な事業の実施が期待され

ています。多くの市民から「農地を残してほしい」という声が寄せられています。後継者

不足・担い手不足など農業者だけでは解決できない問題もたくさんありますが、農業者

と市民とが一体となって、援農ボランティア制度の充実、協働などの実現に取り組んで

いける仕組みづくりが必要です。

５ 市民の府中農業に対する理解多面的な機能を持つ農地・農業を理解してもらうため、

「産業」、「健康」、「環境」、「景観」、「防災」、「教育」、「地域コミュニティ」など様々な面か

ら都市農業のＰＲを進めて行くことが必要です。体験型農園など農業体験や直売所での

購買を通じて、都市農業の実情や農業の大切さを知ってもらう。

上記の課題を受けて、今後の農業振興の基本方針が示されている。

市民の府中農業に対する意識

市民は、農地を農産物の生産

場所という機能だけでなく、

「産業」、「健康」、「環境」、

「景観」、「防災」、「教育」、

「地域コミュニティ」など様々

な機能を有する場所として認識

している。
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農業振興の基本方針を具体化していくための取組が以下のように示されて

いる。
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施策の内容について、関連する事項は以下のとおりである。

第５章 将来像を達成するための施策

３ 魅力ある農業経営の支援と地産地消の推進

(7) 体験型農園の拡大

農業者が経営の一環として開設する体験型農園を拡大します。開設を希望す

る農業者のために、施設整備の支援を行います。体験型農園の開設・運営に当

たっては、業会議の指導を受け、市民に喜ばれるような施設整備・運営を目指

すとともに、税法上問題のない運営の研究を行います。

(8) 農地の多面的機能の活用

農地には生産活動だけではなく、環境や防災、コミュニティなど多面的な機

能があります。こうした多面的機能をいかした農地の保全を進めます。安らぎ

をもたらし緑豊かに農業が営まれ、ふるさとと感じる風景、いわゆる農の風景

を保全するため、まとまりのある農地や屋敷林・樹林地の一体的保全について

研究を進めます。また、水田へのレンゲの栽培等緑肥を推奨することで、農の

風景の醸成を図ります。防災については、東日本大震災以降、最も期待される

機能で、オープンスペースとしての農地を、一時避難場所や仮設住宅建設地と

しての使用や農業用井戸の災害時の生活用水の供給などへの活用の検討を進め

ます。

(9) 農地の効用の市民へのＰＲ

市民生活に寄与する農地を保全することについて、幅広く市民の理解を得る

ため、農業まつりや総合学習の時間など様々な機会や媒体を通じてＰＲを行い

ます。
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４ ふれあい農業の推進

農地・農業を通じた市民同士のふれあいや農家と市民とのふれあいを大切にし

た事業を拡充し、農地・農業を通じた地域コミュニティが活性化されるような施

策を進めます。子どもの頃の体験は大人になっても忘れないといわれています。

子どもの頃に農業・自然とふれあう機会は重要です。次世代を担う子供たちが様々

な体験を通して、健やかに成長することができるよう、農地・農業を活用した施

策を進めます。

(1) 農業と市民のふれあい活動の実施

市民と農業がふれあうきっかけの場として、ＪＡマインズ及び市内農業者団体

と連携し、業まつりを開催します。農業者の生産技術の発表の場として開催する

各種品評会では、一般観覧によって、市民への農業の周知を図ります。また、消

費者から府中産農産物に対する意見や要望について聞く機会として、また、生産

者の考えをＰＲする場として、消費者と生産者の懇談会を開催します。

(2) 農業体験事業の推進

食育活動も兼ねて、市内農業者を講師として市民農業大学や親子で参加できる

ふれあい体験講座を実施します。また、小学校では総合学習としての農業体験を、

中学校においては職場体験を実施しています。小学校での農業体験実施校は２２

校中２０校を目指し中学校の職場体験については、農業者に協力を依頼し受入れ

農家の確保を図ります。

(3) 体験型農園・観光農園等の整備への支援

体験型農園は、農業者が受講生に農作業を指導しながら農産物を供給するもの

ですが、受講生にとっては貴重な農業体験の場となっています。ブドウやブルー

ベリーなどの観光的摘み取り農園やジャガイモやネギのうね売りは、市民が身近

に農業収穫体験ができる機会を提供しています。こうした農業体験型農園、観光

農園及びうね売り事業を支援します。季節折々の観光農園を周知するため、観光

農園マップやホームページの作成など、情報提供の拡充を進めます。

(4) 市民農園の整備

市民が自分で野菜等を作る場として、市民農園を設置します。設置に当たって

は、農業従事者の高齢化による低利用農地の活用を進めます。

(5) 市民援農ボランティア制度の推進

援農ボランティアは、労働力不足の農業者の支援だけでなく、市民が農業とふ

れあう機会としても貴重です。援農ボランティア制度を促進することで、市民と

農業のふれあいを推進します。

(6) 農業公園の開設

農業者の協力を得て行う体験講座は、その農業者の作付計画等により実施場所

を毎年検討しています。同じ場所で継続的に体験講座や研修が実施できるよう、
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現在市の所有地になっている農地の中で農業公園の設置を進めます。設置に当た

っては、市民や農業者の意見を参考にし、併せて体験講座の実施方法も検討して

いきます。

２）関連アンケート調査

【府中市農業振興計画策定のための農家アンケート結果】

問９ 地域住民とのふれあいについてどのような施策を望みますか（該当する項目全てに○

を付けてください。



14

３）全国的な農業公園事業関連の動き

●農業公園とは、自然とのふれあい、園芸、造園、農業への理解と環境・食の教育（食

育）を目的としたレクレーションの場として、農林水産省の主導により全国各地に

整備される施設である。（農林水産省の規定による）

●農業者の協力を得て行う体験講座は、その農業者の作付計画等により実施場所を毎

年検討しているが、同じ場所で継続的に体験講座や研修が実施できる場として「農

業公園」を整備する。

●関連する農業者、農業者団体、市民団体を抽出して、意見を聞くことが考えられる。

【既存事例：農業公園】

①練馬区土支田農業公園  どしだのうぎょうこうえん 03-5387-8931

土支田農業公園は実習を通して農業を学んでもらうために開設された。広がる畑や

昔ながらの納屋など、練馬ならではの風景が味わえる。

4 月から翌年 1 月までの約 10 ヶ月間、農業教室が行われる。農業教室では、講習

生が農場スタッフの講習を受けて、畑づくりから植付け、収穫までを体験する。教

室は、週末に行われ、講習のほか収穫祭や漬け物づくりの催し物も行われる。

農業教室年間スケジュール

教室の期間中、月に２

～３回活動のための連絡

を「かわら版」として、

参加者に発信している。
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②喜多見農業公園（世田谷区） 1,513 ㎡  農業体験活動施設、農機具倉庫、駐輪場、

ユニットトイレ、オストメイト

都市計画公園として整備されている。

［プログラム（予定）］

第 1 回 8 月 27 日（土） 9：30〜11：30 オリエンテーション、圃場（畑）の見学・説明

第 2 回 9 月 10 日（土） 9：30〜12：00 畝作り、大根種まき など

第 3 回 9 月 24 日（土） 9：30〜12：00 大根間引き、サツマイモつる返し など

第 4 回 10 月 8 日（土） 9：30〜12：00 かき菜種まき、二十日大根収穫 など

第 5 回 11 月 12 日（土） 9：30〜12：00 秋野菜収穫 など

第 6 回 12 月 10 日（土） 10：00〜12：00 大根収穫、圃場の片付け など

第 7 回 1 月 14 日（土） 10：00〜12：00 次期作付に向けた圃場整備、土づくり など
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③足立区都市農業公園（足立区）

「自然と遊ぶ、自然に学ぶ、自然と共に生きる」をテーマに、春は五色桜やチュ

ーリップ、秋にはコスモスなどの四季折々の花を楽しむことができる。自然とふれ

あう機会として水田や畑を利用した農業体験教室を実施し、ハーブ教室や植物に関

する講習会、人と自然の共生館では、身近な自然や生き物 について楽しみながら学

ぶことができる。主な施設として、都市農業交流館、人と自然の共生館(温室棟)、工

房棟、レストハウス「みはらし茶屋」、古民家、長屋門、江北の五色桜資料展示室、

昔の農機具展示室、ボランティアルーム、遊具広場、駐車場、河川敷花壇、芝生広

場、畑、田、梅林、ハーブ園等がある。

指定管理者が各種イベントを年間 200 回以上行っている。（下表参照）

年間売上：1300 万円 野菜販売：600 万円、物販：170 万円、イベント：220 万円、

自販機・貸施設・ﾚｽﾄﾗﾝ：320万円



17

④成田西ふれあい農業公園

農業公園で行うイベント用の農作物を育てながら、野菜の知識や育て方を学ぶ講

座で構成されている。内容は土作りやマルチ張り、除草などの農作業全般で、農業

公園では収穫体験や収穫祭などのイベント用に農作物を育て、スタッフと一緒に受

講生みんなで育てた野菜を公園に来た方々と一緒に収穫し、味わう体験をする。

講座を設けてプログラム運営をしている。

⑤三鷹市農業公園

実習農園      夏果菜苗物栽培、さつきや観葉植物の手入れ、菊の仕立て方、

植木根巻き、鉢物寄せ植え、植木せん定などの講習を行って

いる。

ガーデニングエリア 各種ガーデニング見本庭園です。ガーデニング講習会などを実

施している。

自由広場      バーベキューなども可能な、自由に利用できる。

三鷹緑化センター  市内の緑化推進に取り組むとともに、地場産野菜・植木・花

き類の販売など市民のみなさんに新鮮で安全な農産物を提供

し、体験農場で収穫した野菜などを使った試食会など、市民

と農業者の交流の橋渡しをしている。

三鷹市農業公園の「体験農園」の魅力は、野菜や植木づくりのプロである農家が、

長年蓄積してきた技術を惜しげもなく教えてくれる。このた

め、これまで農作業の経験がまったくない人でも、納得のい

く栽培ができる。

野菜コース（春から初夏）

毎年 4 月 20日ごろから 7 月下旬まで定員 10 名 参加費 3,000 円募集方法は、3

月第 3 週の広報みたかと三鷹市ホームページに掲載する。

野菜コース（晩夏から初冬）

毎年 4 月 20日ごろから 7 月下旬まで定員 10 名 参加費 3,000 円募集方法は、3

月第 3 週の広報みたかと三鷹市ホームページに掲載する。

お花コース

毎年 4 月 20日ごろから 12 月中旬まで定員 20名 参加費 6,000 円募集方法は、

3 月第 3 週の広報みたかと三鷹市ホームページに掲載している。



18

⑤ろまんちっく村（栃木県宇都宮市）  道の駅的総合公園施設

⑥あけぼの山農業公園（千葉県柏市）  景観重視の

⑦こもれび森のイバライド（旧ポティロンの森）（茨城県稲敷市）

【考察】

神戸市農業公園やデンパーク（愛知県安城）など先駆的でワインや畜産などテーマ

性をもった農業公園が各地で展開されてきたが、中には順調に経営を行えていない時

期があってり、主目的である「地域農業振興」に貢献できていない例も見られる。

誰のために行う事業かと言えば、農業事業者であり、それ以外の住民も恩恵にあず

かることで事業として成り立つため、府中市では、都市近郊農業のメリット（経済、

環境、文化など）をどのようにアピールするかが重要である。

住民が農業公園に関わって、最終的に「都市近郊農業の重要性を知る」ことが整備・

運用の目的であり、単に楽しい場所だけに終わらせない体験プログラム、講習・研修

が求められる。

立地条件や周辺環境から、整備と運営の目的を絞り込んで、無駄のない土地利用を

行っていくことが重要である。

・地域住民の農に関する体験的知識の機会提供として、参加するだけでなく、見学

やビデオで知識を広げてもらうなど、多様な手法を用いることが考えられる。

・景観的、植物園的な見本園、食加工の見本園としての機能提供で、話題提供で宣

伝になること自体がポイントとして大きい。

・市民が直売を体験するなど、生産者と消費者の価値観の共有（作る難しさと評価

の一致）を重要視することで、援農や就農などにつなげていくことが重要である。

・地域農業の担い手育成として、農家側の関わり方（どの年代の人がどこまで一緒

にやるかなど）が重要である。

・公設民営である程度、状況に合わせて自在な運用ができる方が、利用者のニーズ

や参加条件に対応することが容易になる。
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（３）利用・運営状況、ニーズの把握

府中市には既に農業振興に関連して、農業体験農園、市民農園、各種農業体験

講座等の取組がある。

■府中市内の既存の体験型農園、市民農園の位置図

農業公園（現在市民農園）    体験型農園 市民農園

①体験型農園

体験型農園は、市内に５ヶ所（213 区画）あり、利用状況は好評でにぎわっており、

ベテランになると、教える側の補助をする。作る野菜は、季節の定番野菜が多い。直

接農家から教わると、とてもよい野菜ができると喜ぶ人が多い。

農業者が管理する農園で、利用者が、割り当てられた区画で、農業者の指導を受け

ながら野菜作りを体験できる農園である。

対 象：利用期間中、継続して農作業に取り組める市民

1 区画の面積：25～30 平方メートル(農園ごとに異なる。)

利用料金：年額 30,000 円(入園料、作物代含む)

利用期間：3月から翌年 1 月末 年間を通して、季節の野菜作りを体験できる。

12 月下旬に継続利用の意向を確認し、希望の場合、基本的に翌年も継続

して利用することができる。

体験型農園の特長：初心者でも野菜作りが楽しめる。苗や肥料、農具も園主(農家)が
用意するので手軽に体験できる。体験農園では、農家さんの指導を受けることが

多磨町

朝日町

紅葉丘

白糸台

押立町

小柳町

若松町

浅間町

天神町

新 町

幸 町

府中町

緑 町

宮 町
八幡町

清水が丘

日吉町

是 政

矢崎町

南 町

本 町

片 町

宮西町

寿 町
日鋼町

晴見町

栄 町

武蔵台

北山町

西原町 東芝町

美好町

分梅町

住吉町

四 谷

日新町

本宿町

西府町
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できるので、失敗が少なく野菜作りを楽しむことができる。農業を通じたふれあ

いの場で市民農園と異なり、定期的に園主が講習を行うため農家と利用者の交流

が深まる。園主のもとで同じ作業を体験することを通じて、農業を通じた利用者

間の交流も深まる。農園によっては、講習以外に収穫祭や野菜の調理法の情報交

換会など、利用者同士の交流を深めるためのイベントが開催され、収穫の喜びを

分かち合うことができる。本格的な野菜作り、年間 20 種類以上の野菜を栽培する。

栽培する品目は、園主が計画した作付計画にもとづくため、自由に好きなものが

作れる訳ではないが季節に合った新鮮な野菜を栽培することができる。

体験型農園（府中市 HPより）

農園一覧

農園名 区画面積 所在地 講習日

市村農園 25㎡ 押立町 4丁目 24・25 番地 土曜日、または日曜日の午前中

中村農園 30㎡ 緑町 2丁目 14 番地 土曜日の午前中

河内農園 30㎡ 若松町 4丁目 4番地 日曜日の午前中

馬塲農園 30㎡ 紅葉丘 1丁目 6番地 金曜日の午後、または日曜日の午前中

小牧農園 30㎡ 本宿町 4丁目 13番地 土曜日、または日曜日の午前中

体験型農園での活動の様子
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②市民農園

市民農園とは、市民に土に親しみながら収穫の喜びを味わってもらうための施設

である。技術が身について、自由に自分で作りたい人向けであり、市所有地又は農

家から土地を借用している。利用ニーズは高く、毎年抽選を行っている。市民農園

を借りると、農協青壮年部が説明し、野菜作りの教科書的な資料を配布してくれる。

利用状況は、抽選で高倍率になっている。

対 象：市内に居住し、住民基本台帳に記載されている人で、野菜の栽培に熱意があ

り、週に 1回程度の除草などの維持管理を責任持って行える人、現に耕作

することができる土地を有していない人、申込をする市民農園以外に他の

市民農園を利用していない人を対象にしている。

利用料

種類 面積 利用料（年額）

A 区画（65 歳以上の世帯） 6㎡ 3,300 円

B 区画 6㎡ 3,300 円

C 区画 12㎡ 6,600 円

D区画 18㎡ 9,900 円

注意事項

・利用者は、区画内及び周辺部分の雑草を定期的に除草し、整備に努める。

・利用期間が終了した場合は、区画を直ちに原状に回復し、市に返還する。

・利用期間内であっても事情により返還していただく場合がある。

・1か月以上利用せず放置した場合は農園の承認を取り消すことがある。

・用具類は、利用者が各自で用意し、ごみは自宅に持ち帰って処分をする。

禁止事項

・農園に工作物を設置すること。農園を営利の目的に利用すること。農園で火気

を使用すること。指定された区画以外を耕作すること。自動車で来園すること。

他の区画が日陰になるような植物を植えつけること。指定された場所以外の駐

輪、その他農園の周辺の環境を乱す行為をすること。自身の区画を第三者に使

用させること。

市民農園（南町）
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③市民農業大学・親子ふれあい農園・プチ講座

市民農業大学として、小柳町で水稲と秋野菜のコースなどを行っている。畝売

り：ジャガイモ（春）、ネギ（秋）を実施。農家の収穫手間を省くことができ、参

加者にとっては収穫体験をすることができる機会となる。年数回の「そばコース」

や「稲作コース」など人気がある。

親子ふれあい農園は、夏野菜、秋野菜のコースなどを年 10 回程度で行っている。

プチ講座は花づくりや枝豆など単発で行っている。

④援農ボランティア

体験農園の経験者が多く、援農活動を行っている。現在約 130 人登録しており、

通年での登録を受付けている。

⑤情報発信コーナー（府中市郷土の森観光情報センター）

物販コーナーでは、採れたての府中市産の野菜などの販売を行っている。みずみ

ずしい旬の食材をどうぞお買い求められ、姉妹都市「長野県佐久穂町」産の加工食

品や府中観光協会推奨品の黒米、黒米うどんもある。

毎朝地元の農家さんが旬の野菜を届けてくれる

⑥生産緑地

農地は農産物を生産する場としてだけではなく、

保水機能や緑地としての機能、災害時の空地として

の機能など様々な機能を有している。生産緑地地区

は、市街化区域の農地における緑地機能を積極的に

評価し、公害や災害の防止、農業と調和した都市環

境づくりなどに役立つ農地を保全することで、良好

な都市環境の形成を図るための制度である。
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⑦学校農園

小学校の農業体験事業は総合学習を通

じて実施されており、平成 25年には市内

22 校中 21 校が実施している。JA マインズ

による体験授業や助成が行われている。

⑧府中農業まつり

毎年秋（11月）に郷土の森博物館で催されている。

⑨農業公園への期待

既に、農業者の協力を得て体験講座が行われているが、その農業者の作付計画等

により実施場所を毎年検討している。同じ場所で継続的に体験講座や研修が実施で

きるよう、現在市の所有地になっている農地の中で農業公園の設置を進める。設置

に当たっては、市民や農業者の意見を参考にし、併せて体験講座の実施方法も検討

していく。

農業公園の利用には、野菜作りの技術を得たい、（技術を得た人は）誰かに教えた

い、収穫した野菜を学校等に提供したいなど、様々な理由がある。モチベーション

を上げる工夫をすることで、後継者育成にもつなげたい。

既存の市民農園利用者の中には、市民農園としての機能を存続させてほしい要望

もあり配慮する必要がある。
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第５ 分析評価・課題の整理

（１）分析評価・課題整理

既にある市民農園、体験型農園との機能の違いを整理して、明確にしていく。

１）各種農業施設の機能について

農業公園が他の農業施設と異なり有するべき機能を抽出するため、機能比較を行

って整備の意味を明確にする。

■各種農業施設の機能比較

一般農地 生産緑地 市民農園 体験型農園 農業公園

生産･収益 ◎ ◎ × ○ ・

景観･環境 × ○ ・ △ ○

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ × × ◎ ◎ ○

技術を学ぶ × × ・ ○ ○

文化を学ぶ × × △ ○ ◎

交流する × × △ ○ ◎

ＰＲする × × △ ○ ◎

就農準備の実践 △ △ × ○ △

公共性･恒久性 × ・ ・ △ ◎

凡 例：◎最も重視、○主要対応、・対応事項、△少し考慮している、×考慮していない

農業公園整備の目的が「都市民に農業にふれてもらって、都市農業の必要性を

理解してもらい、地域と共存して安定した経営ができるようにすること」であり、

市民が、楽しみながら参加していけて、知らず知らずに都市農業を理解していけ

ればよいのであって、市民農園のように一定の知識を最初から持っている人でな

くても、時間が十分とれない人でも参加できるようにすることが重要である。

農業公園の持つ機能は、体験型農園の機能とほぼ同じであるが、公共性と恒久

性をもち、府中市全体の農業について理解してもらうためのＰＲと交流が行える

ことが最も重要である。
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２）課題整理

農業公園を整備、運営するにあたって考慮すべき課題を以下にあげる。

①集客の課題

これまでの市民農園や体験型農園と異なる新たな利用者を呼び寄せられるか。

・就農したくなる程の質の高いプログラムと指導サービスを提供できるか。

・見たいもの、体験したいこと、得たいものなど、わざわざ農園に行き、時間を過

ごす価値があると市民が判断してくれないと来てくれない。

・これまで農体験が少ない世代や人々が参加しやすいＴ（時間帯や曜日）・Ｐ（場所

や参加条件）・Ｏ（行きたくなる楽しみ、きっかけが作れるかどうか）、広報の手

段、申込み方法、参加の方式にもよる。できるだけ縛りが少ない条件でないと参

加しづらい。

・アクセスや付帯施設、利用サービスについて、幼児連れや中高齢者が利用しやす

い条件を整えることができるか。

②施設維持管理の課題

市民農園であれば、借りた市民が整備して運用し、維持管理するルールを作れ

ばよく、体験農園ならば、農家が維持管理するが、農業公園では公共が維持管理

する必要がある。

・施設の清掃や修繕、光熱費の負担や農地の維持管理を委託する必要がある。参加

者が行うことになる。農家や市民参加、利用者には適切な運営の能力が十分でな

く、責任が取れないので運用の状況に合わせて、契約して維持管理を委託する必

要がある。

・効果的に農地を運用するためには、適宜、適切な維持管理を行う必要があり、環

境維持、景観維持のための労力確保が課題になる。

③運営管理の課題

市民農園では、ある程度の知識をもった時間に余裕のある利用者が多く、体験

農園では家族連れの初心者の利用者が多い。農業公園では、連続して何回も利用

してもらうことを想定して、幅の広いレベルの参加者に対応するプログラム企画

とそれを効果的に運営できる人材確保が重要になってくる。

・プログラムを企画して、目的の効果を得るためには、作物の育成環境や参加者の

関わり方、サポートする内容や学習ポイント、達成感をえるためのストーリーづ

くりなど組み立てのノウハウが必要になる。

・人材確保として、プログラム運営スタッフが数人必要になる。また、日頃の基礎

的な農作業を見せる人材も必要である。
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・農地を効果的に、合理的に使って、各種のプログラムを実施するための調整が必

要になる。

・活動の安全性や合法性、各種の人々が集うためのサービス（休憩、飲料、情報提

供など）が必要になる。

④情報伝達の課題

府中市の農業が大切であり、今後も続けていってほしいと思うようになるか、

自分も農業に関わり合いたいと思うようになるかどうか。

・利用者に理解してもらうためには、多くの継続した体験が必要であり、文脈とし

て理解を深められる体験構成、参加システムにできるかどうか。

・教える、一緒に体験するなどのサポートや人の関係性が築いていけるか。子供や

女性などの幅広い利用者のそれぞれに対応できるか。

・農業が都市で行われることによる「防災」「環境」「景観」「教育」「産業」「健康」

「コミュニティ」の効果を誰にも分かりやすく説明する技術が必要である。

・スマートアグリ、先駆的な農業事例などの情報を入手して、分かりやすく解説す

る「農のマイスター・解説者」に加わってもらう必要がある。

【主な課題の整理】

農業体験    企画・指導      やさしく教えるマイスター確保

集 客   特徴づけ・魅力づくり まず注目されることが大切！

利用しやすさ      参加者の都合にあわせる！

維持管理   技術者への委託     農家への作業委託？

景観・環境の維持    きめ細かい手間をかける！

運営管理    プログラム企画・調整  自然、文化、参加者にあわせて！

プログラム運営・利用サービス 多くのスタッフがほしい！

情報伝達    解説・発信      やさしく伝えるマイスター確保

熟練のわざともてなし！
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第６ 基本方針

（１）農業公園への導入機能

市民農園、体験型農園に加えて、農業公園を整備していくのは、都市地域の農地

の自然資源としての存在価値と食糧供給の必要性を市民に広く、深く知ってもらい、

都市農業の味方になってもらうためである。これまで全く関心のなかった人や知識、

興味がない人には、まず、関わって知ってもらうための公共ＰＲ施設である。

①基本的な導入機能

・都市農業の必要性を市民にＰＲするため、市民が農業・農地に実際にふれて、経

験すること、知ることができる場とする。農作業を体験でき、交流できる機能を

導入する。具体的には、畑や水田、果樹園などで作業ができるようにする。また、

作物加工や調理、試食の機能も導入する。

・安心で安全な食生活、緑豊かな環境、景観づくり、安全で快適なまちづくり、心

ふれあう地域づくりなど、地域に目を向ける取り組みを積極的に行う情報発信機

能をもたせる。体験すること以外に、農園を散策したり、ビデオで作業を実感で

きたりする機能をもたせる。散策の立ち寄りなどがＰＲに結びつく。

・利用する側から見ると、自然と関わる楽しみ、府中の農業の歴史や特徴、郷土の

特産物、食品加工などを学ぶなど、みんなが協働で自然や文化に関わり、楽しむ

機能を導入する。作業の記録を残したり、作品を展示するなどの機能を持たせる。

・公共施設として、平等の機会と条件で、気軽に参加できる機能を優先する。市民農

園、体験型農園のような期間、区画、規則をできるだけ無くし、参加の範囲を広

げて、継続して参加することで、市民と農業者との交流を促進する。

【機能のイメージ】

②基本的な運営管理事項

・同じ場所で継続的に体験講座や研修が実施できるようにする。

市民農園、体験型農園にない継続的な運営を行うため、公有地で土地利用をあ

情報

体験 楽しむ 交流

ＰＲ
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る程度決めて、プログラム利用や見本園的な運営管理をしていく。

・農業公園では、家庭菜園的な使い方はしないで、市民が継続的に参加していけるシ

ステムが求められている。４ヶ所の活用では、特徴づけを行い、その他の場所（市

民農園の一部や農家の農地も適宜、協力してもらって運用する。

・プログラムの企画、運営指導、用具管理、経理、安全管理など、農業公園を運用管

理していく組織について、農業者と市民参加で行えるようにしていく。

③運営テーマ・手法の例

・参加プログラムのバラエティについて、初心者向けから上級者向けまで、また、教

える側も育成するための教職プログラム（プロ級）も含めて検討する。年ごとに

対象者やテーマを変えて運用することも考えられる。

・農業大学コースや親子ふれあいプログラム、目的別協働チームプロジェクトなどの

各種参加体験事業を増やす。年齢構成、人数、規模の違い、目的や過程のバラエ

ティ化により、参加の選択肢を増やす。

・「農」を通じた自然科学、まちづくり、食文化などを教える「農の人材育成」を主

題にしていくことも継続のためには有効である。

・学校給食、防災非常食、伝統加工食品づくりなどの地域文化との関わりでプログラ

ムを構成する。

・見学して楽しい珍しい野菜、果樹や花のある見本農園としての展開、郷土品種、薬

味や花や果実など参加者や協働運営者の各種のアイデアを活かせるシステムづく

りを行う。

・農業による健康づくりの方法として、健康食品と言われる野菜などの栽培、加工、

食べ方などを学べるようにする。

・景観づくりを畑から発信する「農・まちづくり」プロジェクトの拠点とする。

・農園セラピーのように、福祉や健康づくりなどの切り口で、関わる人の幅を増やせ

る取り組みを広げていく。

・種取り、苗床づくり、堆肥づくり、リサイクル、里山との関係や林産物、畜産など

との関係まで広げることも考えられる。

・「地産地消」をテーマにすることが考えられ、「適地適作」の野菜などの紹介、劣化

が早い野菜の地元食の勧め、「旬産旬消」の勧めなど、近郊農業の優位性を強調し

た展開ができる。

・小学校との利用、参加、見学などの誘致、協定を検討する。固定的な運用が土地利

用の基本になる。

・生産者と消費者の交流促進によって、課題や興味のあるプログラムと各種の経験と

能力をもったスタッフが見出され、人材を集めて、適材適所で運用していくことが

できれば、組織的な運営が実現する。
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・若者が就農を目指すきっかけになるようなスマートアグリ、先駆的な取り組みの事

例などの情報提供を行う。

（２）利用方針

農業公園の利用については、公園への一般の立ち寄り利用、一時的な催しのイベ

ント利用、プログラムへの登録利用が考えられる。

登録利用は、市民農園のように経験者が趣味で行うものではなく、また、民間体

験型農園のように観光レクリエーションを目的にした利用と同じにならないように

計画する。

農地利用の主目的として、就農をサポートする実践的な技術力アップの体験を得

られる場とすることが望ましいが、実際にはこの農業公園ではそこまでのカリキュ

ラムを組めないと考えられるので、実践農業大学や就農準備校に入りたくなるよう

な体験ができる利用プログラムを提供する。

また、市民農園にも民間の体験型農園にも参加できない利用者層として、単発参

加のファミリー利用や中高年・中高年グループの利用などがあるため、農業への理

解を広げていくため、これらの利用ニーズに対応する。

１）利用ニーズとメニューの例

①やや高度な実践的な技術力アップの体験利用

各種の同一作物をみんなで同時に育てて、比較しながら技術を学んでいくことで、

基礎知識と一定レベルのノウハウが習得できる。参加者を就農希望に近づける。

（メニューの例）

・実習区画での技術力向上の設定プログラム（定番数種の堅実な育成）

・協働で取り組む「稲作、豆・穀物類」などのメニュー

・加工や経済性を学ぶ講座、アイデアを出し合って交流するメニュー

②子連れファミリーの継続利用

子ども連れで自然にふれあうことを主目的とした利用で、食育を兼ねられるとよ

いので、食のテーマから入る料理メニューを考案する。

（メニューの例）

・米作り、夏野菜、秋野菜、根菜などの定番メニュー

・給食やおやつの食のテーマから入る加工・料理メニュー

・花づくり、歳時記の行事食・飾り、防災保存食づくりなどのメニュー

③参加しやすい中高年・グループ利用

市民農園は荷が重すぎる、１人で市民農園をやっても楽しくないという人たちが
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負担の少ない条件で体験できる利用として、ボランティアの楽しさも同時に味わっ

てもらえるプログラムと関わり方を提案してく必要がある。また、興味を持って取

り組める工夫としてファミリー利用と同様に食のテーマから入ることも有効である。

（メニューの例）

・食のテーマから入る食材づくりと料理のセットメニュー

・ソバ打ち、味噌づくりなど伝統文化継承メニュー

・農業公園イメージアップのための花づくり、展示野菜づくりメニュー

４）参加人数と必要農園規模の想定

利用メニューと利用人数に相応した農地・施設整備を行うため、規模設定を行う。

これまでの市民農業大学、親子ふれあい農園の実績から人数・回数を想定する。

参加人数 体験参加回数 備 考

①実践的体験利用者 30 人程度 8~12 回／年 自習・講習・座学

②子ども連れファミリー 50 人程度 6~10 回／年 通年ﾃｰﾏと単独ﾃｰﾏ混合

③中高年・グループ 50 人程度 8~12 回／年 各種のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加可

①実践的体験利用【合計 2,000 ㎡の農地を使用】

実践的体験利用に対応した「実習区画」（指定された作物を一斉に作付けして指導

してもらう）の場所と協働農園（水田と畑）は必要になる。「実習区画」は 15 ㎡程

度で人数分必要になるが、場所は分散できる。西府に 20 区画、南町に 10 区画など

実習用区画 30×30 ㎡=900 ㎡（通路を入れると 1,200 ㎡）必要である。

協働農園（水田と畑）は

300 ㎡の水田と 500 ㎡の畑を

用意する。

実習用区画の例

（江戸川ファーマーズ東葛西）

※  1 反（1000 ㎡）の水田から約 500kg の米の量がとれる。日本人は年間 50kg消費するので 10人分

採れることになる。100 ㎡でも 1人・1 年間分なので、250 ㎡で 30 人が１ヶ月分の収穫ができる。

②ファミリー利用【合計 800 ㎡の農地を使用】

ファミリー利用での米作り、夏野菜、秋野菜、根菜づくりは、協働農園で 300 ㎡

の畑と 300 ㎡の水田、50 ㎡の畑が４ヶ所あると輪作で夏野菜、秋野菜、根菜づくり

ができる。
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③中高年・グループ利用【合計 400 ㎡の農地を使用】

食のテーマから入る食材づくりは、任意グループで行う場合と全員で行う場合が

あり、50 ㎡の畑が８ヶ所あると輪作で夏野菜、秋野菜、ハーブや花づくりができる。

【まとめ】

以上の合計：水田 600 ㎡、畑 2,600 ㎡の 3,200 ㎡が登録利用のスペースとなる。

小柳町２丁目の水田 691 ㎡で米づくりができ、秋野菜づくりにも使えるため、西

府、南町、小柳６丁目の３ヶ所で 2,000 ㎡の畑が確保できればよい。

５）農業公園の構成案

  必要農園規模を踏まえた農業公園の構成案は次のとおり。

必要スペース 西府 3,461㎡ 南町 1,987㎡ 小柳 860㎡ 水田 691㎡

建物・倉庫・休憩所 200 20 10 0
駐輪所（100台程度） 120 100 60 20
外周緩衝帯（生垣等） 200 100 20 0
広場（芝生・土舗装） 1,000 200 100 30
通路 400 200 100 41
登録利用の農園 1,200 600 200 600
展示農園他 241 717 340 0
管理ヤードなど 100 50 30 0

合 計 3,461 1,987 860 691


